
大学事務長

中村 晴光

司会 本日はご多忙の中、「大学博物館
の課題と展望」をテーマに掲げる座談
会にお集まりいただきまして、心から
感謝申し上げます。西南学院の歴史に
とって、大学博物館が開館されたこと
は画期的なことだと思います。今回、
『西南学院史紀要』が大学博物館を特
集として組んだのは、ただ博物館の開
館が画期的だというだけではなく、こ
の博物館には創立者でありますC．K．
ドージャーのメモリアルホールがあり、
西南学院がその教育の基盤としている
キリスト教の歴史と文化に関係する展
示を特化して展開しており、その意味
で西南学院の建学の精神を理解する上
でも大きな意義があると思うからであ
ります。
この座談会では、博物館の課題と将
来の展望、期待あるいは夢について自
由にお話いただきたいと思っておりま
す。それでは初めに、中村事務長から
自己紹介を含めて、完成した博物館の
感想を一言ずつ述べていただければと
思います。

◇完成した博物館の感想

中村 大学事務長の中村です。博物館が
出来まして、中・高の講堂で使われて
いたものを壊すことなく、生きた建物
として残したということです。１９２１年
に竣工され８６年という歴史があるわけ
ですけれども、創設者の学校をつくる
という意気込みが伝わってきます。当
時、国内では著名な設計者のW．M．
ヴォーリズの設計で、関西学院大学、
同志社大学など歴史のある大学と同一
設計者の建物が西南学院に残っている
というのはそれだけでも、本学の歴史
というものを深く感じますね。そして
それが福岡市指定有形文化財として保
存できるということは非常に嬉しいこ
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とだと思っています。それから、この
博物館が、本学の建学の精神に基づく
キリスト教を特色とする博物館として
作られている、これもやはり日本の中
でも唯一の、と私は思うんですが、そ
ういう特色をもった博物館としてス
タートしたことは非常に嬉しく思って
います。
米倉 博物館学芸員の米倉です。私は
２００６年の１月末、現在の博物館となる
建物のまだ何にもない中に入って、初
めてなのに何となく懐かしいような、
ここで働けるのなら気持ちよく過ごせ
るのではないかと思ったわけです。西
南に長くいらっしゃる方にとっては愛
着ある建物だと思いますけれども、そ
ういった意味では、初めてそこに足を
踏み入れた私のような者にとっても何
となく心地のいい場所というのは、そ
の建物自体への親近感からきていると
思います。展示物について言えば、５
月１３日に何とか開館しまして、いわゆ
るお宝的なものはそんなにあるわけ
じゃないのですが、キリスト教の歴史
全体を概観できる場所になったかなと
思っています。
�倉 館長をしております�倉です。
２００５年の秋にオープンした九州国立博
物館の創設に関係しておりましたので、
この博物館の展示品が８０点という数の
少なさが非常に気になっておりました。
しかし、オープンの時にいろんな方に
来ていただいて、そして感想をうか
がってみると皆さんやっぱりすばらし
いとおっしゃいました。一つは展示品
に１つのテーマ性があるということを
誉めていただきました。もう一つはや
はり建物ですね。「この大学博物館は
建物が一番すばらしい展示品ですね」
と言われたんですけど、まさにその通

りだと思います。この博物館はまず、
外観に歴史の重みがある。そして中へ
入っていくと、長い間生徒たちが使っ
た減り具合、やはり長い時間使い込ん
できた歴史の重みというものがあって、
それが来館者に自由に、見ていただけ
るんですね。こういう博物館を作って
良かったなと思います。この種の博物
館は一般に学生がそれほど来ないとい
う印象がありますけれども、ここはか
なり来てくれています。ですからキリ
スト教だけではなくて学院の歴史、こ
ういう大学に入学したことの良さとい
うのを体感させるいい役割を担ってい
ると思います。

松原 国際文化学部の松原です。私は博
物館学芸員課程の主任をさせていただ
いていて、その関係で博物館管理運営
委員も担当しています。私は２００５年４
月に本学に赴任しましたので、博物館
準備の作業自体には直接関わっていま
せんが、やはりみなさんがおっしゃっ
ているように、最初に入った印象とし
ては、「懐かしさ」を感じさせるとい
うのがまずありました。新しくできた
博物館であるにもかかわらず、ずっと
昔からそこにあるような違和感のなさ
というか、親しみを覚える空間になっ
ていると思います。東キャンパス全体
が、博物館の赤レンガ造りという様式
に統一される形で構想されており、環
境との調和も取れている点に、驚きと
いうか好感をもったわけです。古い建

大学博物館長

�倉 洋彰
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国際文化学部教授

後藤 新治

物が新しい建築に取り囲まれていると
いう印象はまったく受けず、逆に博物
館の建築が全体の調和の一つの基点に
なっているというのが第一印象です。
加えて、建築内部の空間が非常に貴
重な雰囲気を保っていることも、大き
な魅力だと思います。このような懐か
しさやオーラは、作ろうと思って作れ
るものではない。そういった物が醸し
出す雰囲気も一つの展示物として体感
できるというよさがありますね。
後藤 博物館協議会委員で、国際文化学
部の後藤です。私は３点ほど、感想を
述べさせていただきます。１点目は、
こういうふうな博物館のハードという
か建物ができて、やっと西南学院大学
の歴史の記憶装置というものができた
なと感じています。歴史というのは確
かに文字など、さまざまなものによっ
て記憶され、語り継がれていくんです
けど、しっかりとした建築を媒体とし
て、こういう記憶装置が復元され、保
存されていくということは本学の歴史
にとって重要なことで、常に歴史を想
起するよすがになると思います。
２番目はいわゆる大学全体の建築様
式の原点がここで定まったということ
です。私は大学芸術環境推進委員でも
ありますけれども、例えばキャンパス
に新しい建物を建てるとき、どういう
素材、どういう様式で建てるか、建築
物はそういうことも議論になるわけで
すが、その場合、常に帰るべき点とし
て、このドージャー記念館（博物館）が、
きちんとみなさんの記憶の中に定まっ
たことが重要じゃないかと思います。
それから、３点目はヴォーリズの建
築様式です。２０世紀の建築というのは、
味もそっけもない、ホワイトキューブ

で、直方体だけの建築が蔓延している
わけですけれども、そういう中にあっ
てこの２０世紀初頭の端正な佇まいを
もった建築が創建当初の姿で保存され
ているというのは地域社会の人々に対
してもひとつの潤いというか、憩いの
場所になるんじゃないでしょうか。そ
ういう意味で地域社会に対してもこの
博物館の開館は非常に大きな意味を
持ったと思います。

山田（順） 博物館協議委員で国際文化学
部の山田です。私も後藤先生と同じく、

博物館準備委員会から関わらせていた

だきました。大学のキャンパスという

のは、広さが限られているために、講

義棟など、古いものはやがて壊され、

より快適で使いやすいものに新しく建

て替えられていくのが常です。それは

現代の都市空間も同じで、経済効率が

優先される中で、古い町並みなどは

次々に破壊され、都市の歴史の記憶は

やがて完全に消失してしまいます。そ

ういう時代の流れの中で、都市や地域

の歴史を意識的に保存していくという

行為は、非常に大きな意味のあること

だと思います。ローマやフィレンツェ

などイタリアの歴史都市にしても、街

の中心部に必ず旧市街や歴史地区が保

存されていて、現代の都市空間の中に

独自の歴史の痕跡が顔を出すというと

ころに、その最大の魅力があるわけで

す。
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今回、大学博物館というかたちで学
院の歴史を意識的に保存していく場が
できたということは、ある意味、西南
の「歴史地区の誕生」と言えるのでは
ないかと思います。それは同時に１００
周年というひとつの節目に向けて、学
院が新たなアイデンティティーを確立
していくためにも、学院の歴史と向き
合う大切な場所として機能していくも
のだと思います。
山田（能） 博物館事務室の山田です。開
館以前に勤務していた図書館にキリス
ト教展示資料コーナーがありましたが、
資料点数が少なくスペースも狭かった
せいか見学者が少なかったので、博物
館に入館者が来るのかと心配していま
した。始まってみると、竣工当時の姿
に復元された博物館に入り、階段のく
ぼみ、講堂の椅子の落書きなどが印象
的でした。また、キリスト教について
は歴史的なことは知識がなくて、博物
館の展示室を見て、キリスト教の歴史
が分かりやすく展示してあるなと思い、
安心しました。

◇来館者について

司会 ありがとうございました。皆さん
から博物館についての思い、意義につ
いて聞くことができました。博物館の
展示とともに建物のすばらしさについ
て伺えたと思います。
次に来館者のことについてお話いた
だきたいと思います。開館して約１０ヵ
月たったわけですが、来館者の数、ど
ういう人が一番多いのか、来館者の反
応、感想についてはいかがですか。
山田（能） 来館者数は、月平均約１０００名、
一般の方の来館が一番多い。年齢層は

特に中高年の方が多い。その中で卒業
生がいろんなグループで来館される
ケースが多いようです。卒業生は、２、
３割だと思います。大学生については、
やはり授業期間中が多く、夏休みなど
の休暇期間や試験期間中は少ないよう
です。来館者の感想は「歴史を感じる」
や「日本におけるキリスト教は歴史で
習ったので何となく分かり、おもしろ
かった」などがありました。開館当初
は市内のあるデイケアセンターなどか
らマイクロバスで来られて、車椅子の
方もいらっしゃいました。
司会 今、山田さんから詳しい資料を用
意していただき、人数、反応を報告し
てもらいましたが、皆さんの方で、付
け加える点、質問等がありませんで
しょうか。
�倉 ２月現在の総数ですが、年齢別で
みると大人が約７０００人。これに対して
本学学生が１９９８人、他大学学生が２１３
人ということで、合わせると２２００人く
らいになります。学生は高校生も含め
て考えると全体の２７％くらいで、少な
いようにみえますが、学生が大変多い
というのがこの博物館の大きな特徴で
す。備付の感想ノートに、本学学生で、
「こういう建物があることを知らな
かった」というのがありましたから、
これからもっと来てくれると思います。
それから、韓国からの来館者が多いと
いうのも特徴の一つです。これは同じ
グループからの来館ではないでしょう
か？
山田（能） 旅行代理店や添乗員などが連
れて来られるみたいです。入館料が無
料ということもあると思います。旅行
の案内中に西南の博物館が載せられて
いるためか、空港や港から直接こちら
に来られることもあるんですよ。
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地域別来館者数（2007.2現在、不明者を除く）�

海 外�
4.4％�

福岡県外�
11.6％�

福岡市内�
56.7％�

福岡市外�
27.3％�

年齢別来館者数（2007.2現在）�

本学学生�
19.6％�

他大学生�
2.1％�

高校生�
5.4％�

中学生�
0.5％� 幼 児�

0.5％�

大 人�
70.3％�

小学生�
1.5％�

博物館事務室

山田 能久

�倉 韓国は４５％くらいがキリスト教徒

ということで、仏教徒とともに多い。

半々くらいかな。外国語版パンフレッ

トも前任の副学長から、少し落ち着い

たら考えましょうと言われているんで

すが、英語版はあるので、これの韓国

語版を作らないといけないですね。

後藤 それから、「開館時は車椅子の利

用者が比較的多かったが、最近は少な

くなった」というコメントがあります

が、このあたりは、我々が開館当初、

バリアフリーやユニバーサルデザイン

の問題で、危惧していました。最近は

車椅子だと行きにくいということが口

コミで広まって、車椅子の入館者が

減ってきたことが、そういうことと関

係あるのでしょうか？
山田（能） 車椅子の利用者は一時期多く
て、十数人のうち３、４人が車椅子を
利用されていましたが、デイケアセン
ターの方が来館されなくなってから、
ほとんどありません。そのデイケアセ
ンターに通っている方が、ひととおり
来館したからじゃないでしょうか。
もっとPRすれば、多くのデイケアセ
ンターからみえるかもしれないですね。

地域別来館者数（２００７．２現在）

海 外 ２８４
福岡県外 ７４３
福岡市外 １，７４６
福岡市内 ３，６２７
不 明 ３，７７１

計 １０，１７１ 人

年齢別来館者数（２００７．２現在）

大 人 ７，１５３
本 学 学 生 １，９９８
他 大 学 生 ２１３
高 校 生 ５５２
中 学 生 ５４
小 学 生 １５２
幼 児 ４９

計 １０，１７１ 人

�開館時は車椅子利用の来館者が多く、５～９月は月平均３～１０人。最近は少ない。
�演奏会・学会・講演会開催時は、１日約２００～３００人。
�海外では、韓国からの来館者が多い。
�７～１２月は高校の団体が多い。
�卒業生は月平均１０～１５人。
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山田（順） デイケアとして来館されたそ
の車椅子の方々は、当然、２階以上に
も上がられたのですね？
山田（能） そうですね。東側ドアからス
ロープを使って、入館されました。そ
の当時は、まだ車椅子用階段昇降機を
購入前でしたので、２階の見学には
使っていませでした。後期は神学部の
学生が毎週来ましたけど、昇降機を使
うのは不安感があるというので、友達
が４人がかりで担いで、上がっていま
した。この前の講演会の時には外部か
らの電話で、エレベーターはあります
かとか、電動車椅子では入れますか、
という問い合わせはありました。
司会 座談会というよりは管理運営委
員会という感じになりましたが（笑
い）…。
�倉 ４月から隣にコミュニティーセン
ターが開館しますが、あそこに座り心
地のいいホールができるとどちらが魅
力的か、という場合が起こり得る。去
年、この博物館で九州考古学会を開か
せてもらったんですが、最初のうちは
座り心地が悪いなどと文句を言ってい
ても、帰るころになると、皆さん、環
境がすばらしい、という印象に変わっ
たんですよね。隣に座り心地のいい
ホールができますよと言っても、今年
もやはりここで去年通りにやりたい、
と言われる。嬉しい話です。

◇今後の展示品の収集、特別展示等

司会 博物館の来館者や使われ方につい
て話を伺いましたが、詳しい資料を準
備してくださってありがとうございま
した。次に展示物について、みなさん
の期待、夢、今後の展示物の収集など
に関して、お話を伺います。私は、学

芸員の米倉さんの「この博物館はレプ
リカが多いですね」という一言が気に
なっているんですが、まずは米倉さん
からお願いします。
米倉 何気ない一言が、そこまで小林先
生の胸に残っていたというのは恐縮で
すが（笑い）、実際、実物が少ないの
は感じざるを得ないというのが現実で
す。今後、どういうふうに展開するか
を考えると、当館のオリジナルがほし
いですね。ちょうど今朝、まとまった
形で、フィリピンやエチオピアなどの
資料が数点入って来たのですが、今ま
でキリスト教が入っていても、それほ
ど研究や展示対象になされてこなかっ
た地域の資料を今後集めていきたいと
思います。収集の方針としては日本、
アジア、いわゆる西洋ヨーロッパでは
ない地域のキリスト教のもの、九州に
おける日本のキリスト教の資料、さら
にキリスト教誕生の母胎となったユダ
ヤ教も考えています。ユダヤ教につい
ていえば、日本の博物館で取り上げる
のは大変珍しいと思います。また今後、
当館が目指すのは、大学という教育、
研究の場であるので、営利的なことを
考えずに自分達の展示を構築すること
であり、これまで研究されてこなかっ
た分野、また今後発展の可能性がある
キリスト教の資料を中心に集めていき
たいと思いますね。
司会 ありがとうございました。特別展
示の企画などはありますか。
米倉 そろそろ、開館１周年を迎えます
ので、５月１４日から６月３０日まで、平
戸にある生月島の「島の館」という、
かくれキリシタン資料のコレクション
でユニークな展示を行っている博物館
から資料をお借りして、「納戸の奥の
キリシタン」というタイトルで、かく
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百年史編纂
準備委員長

小林 洋一

れキリシタンに関する展示を準備中で
す。そこの信者の方が使っていらっ
しゃる一連のご神体を展示することで、
信仰のあり様の凝縮したエッセンスを
見られるようにしようと思っています。
それ以降は、はっきり決まっていない
のですが、当館ならではとか、西南な
らではの展示、つまりユダヤ教や
ヴォーリズなどで特別展を企画してい
けたらと思っています。
�倉 展示室がそう広くないので、ここ
でキリスト教全体を展示するのは難し
いと思いますが、一つ目的を定めてい
くのが重要です。ヨーロッパのキリス
ト教について、ここで展示しようと
思ったら、とても足りない、それがア
ジアにどう広がり、日本に定着してき
たのかを、展示していくんですが、そ
れについての資料を今後できるだけ積
み重ねていきたいと思います。それと
特別展示を今年度中にやりたかったん
ですが、開館したばかりということで、
一年待って学芸員室を特別展示室に使
うということになりました。入館者の
数は博物館がどんな活動しているかに
影響されるんですが、特別展示を行う
ことによって、同じ人が何度も来てく
れるようになりますので、特別展示を
企画したい。基本的にはキリスト教の
展示だが、学院史関連の展示でもいい
のではないかと思います。
後藤 今、�倉先生がおっしゃったよう
に、この博物館のコレクションをどの
ような方針で集めていくかが今後、非
常に重要な問題になってくると思いま
す。今年の生月島の特展のサブタイト
ルが「生月島におけるキリスト教の受
容と変容」だったと思いますが、この
博物館の方針として、たとえば「キリ
スト教文化の受容と変容」というテー

マを統一的に掲げて、今後コレクショ
ンを集めていけると思うんです。九州
を中心にフィリピンをはじめとした東
南アジア、余裕があれば、東ヨーロッ
パ、北アフリカ、そこまで広げられる
か分かりませんが、これまでのキリス
ト教文化の中心を回避して、周辺部分
の文化変容のダイナミズムというか、
その中にむしろ文化の独自性の活力を
見出していくというやり方で、コレク
ションを集め、また、展覧会をやって
いくというのも博物館の意味があるの
ではないかと思います。
もう一つは、学内の資源を活用する
ということ。ここは学芸員が米倉さん
１人しかいませんが、考えてみれば
１９０名の本学の先生方、大学院生を含
めると、もっとおられますが、一人ひ
とりが優れた研究者・教育者であるの
で、教員をゲストキュレーターと考え
た場合、非常に贅沢だと思うのです。
美術作品の個展やコンサートを開催す
る形で研究テーマを教員からすくい上
げていく、そういう学内の資源をぜひ、
活用していきたいと思います。
司会 西南学院史資料の展示については
どうでしょうか。

�倉 以前、学院史資料室というのがあ
りましたよね。あそこに展示されてい
た資料が本館の３階や４階などにバラ
バラに置いてありますが、ああいうも
のを展示したらいい。ヨーロッパやア
ジアを通して、キリスト教が日本にど
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米倉 立子

ういうふうに入ってきたかを展示する
といいと思うんです。学院史をどう捉
えるかというのは非常に重要な問題で
す。ただし、学院史資料をそのまま展
示すると莫大な量になるので、例えば、
特別展示をしない時に１階の部屋を利
用してはどうかと思います。今の状態
では太陽光線で赤茶けてしまって、と
ても見るに耐えないし、２号館のパネ
ルも内容が古いし、うす汚れている。
こういったものも大学全体が博物館で
あることを考えていかないといけない
ですね。学院史については４月以降、
ちゃんと考えないといけない課題だと
思いますが、我々の一つの分野だと思
います。

◇２階講堂と３階バルコニーの活用

司会 博物館資料、また学院史資料の展
示や収集、その方向性などについて
語っていただきまして、将来、期待の
持てるお話だったと思います。次に博
物館２階の講堂の使われ方について、
どういう利用があるのかを確認したい
と思います。神学部が学期中の毎週月
曜日の午前中にチャペルを行っていま
すが、同時に、神学部のキリスト教音
楽の授業も行われており、１階の展示
室の見学者だけじゃなくて、２階の方
もよく使われると思いますがどうで
しょうか？
山田（能） 開館をしてから、講堂使用の
申込みは講演会関係が７回、音楽会関
係が７回、音楽の練習等が８回、修学
懇談会が６回、神学部が毎週月曜日に
チャペルアワーを行っています。日曜
日は特別な利用の場合は、開館します
が、展示室は閉めています。中には日
曜日も開けてもらったら、来館者に

もっと見ていただけるのにという意見
もあります。
司会 では、３階のバルコニーの利用に
ついてはどうでしょう。
�倉 来館者は３階によく行きますか？
米倉 先程のエレベーターの問題にも関
連しますが、２階までは階段も広いし、
講堂もきれいなので、案内すれば、見
学されます。３階になると、階段も狭
く、角度もある。建物に興味のある方
は上がってくださるんですが、来館者
のパーセンテージから言えば、少ない
ですね。現状では展示が学院史の年表
だけなので、もっと３階のスペースを
使いたいと思っているんですが、やは
り脚が不自由な方や高齢者にとっては
負担が大きいでしょうね。

�倉 ３階は本来、客席だったのをギャ
ラリーとして使うために、一部を残し
てフラットにしたという経緯があって、
旧講堂の創建時の姿を壊してしまって
いるので、活用しないといけないと思
いますが、ただ、博物館を作るときに
予算がかなりカットされたので、３階
は将来の整備にまわそうということに
なったんです。冷暖房の配管がむきだ
しだったりしていますが、施設課の方
がうまくカバーしてくれたので、利用
できるようになっています。学院史に
関しては３階にぜひ、展示したいと
思っているんですが、なかなか現状で
は難しいところがありますね。
後藤 ３階は確かにギャラリーですが、
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窓が大きく採られていて、２階に光が
さんさんと降り注ぐヴォーリズの建築
の特徴であるわけです。３階の窓を全
部つぶして、ギャラリーにして何かを
展示するというのはどうもなじまない
気がします。そうなると、どうしたら
いいか。例えば、デジタルアーカイブ
のブースを並べて、３階は研究スペー
スあるいは資料スペースのような一種
のライブラリーのようにする。例えば、
ヴォーリズの全建築の画像などがモニ
ターで見られるとか、そういうスペー
スにすれば、１、２階との区別がつき
やすいと思います。
司会 収蔵庫は完成したのでしょうか？
米倉 収蔵庫はまだ未完成です。棚が来
週設置で、空調は来年度の設置予定で、
設備を整えていきたいと思っています。
�倉 博物館を作る途中で、登録博物館
にしたいという考えがありましたが、
博物館法上では大学博物館は該当しな
いので、博物館相当施設に申請してお
いた方がいいと思います。公開講演や
特別展をするなど、申請するには計画
表などが必要なのですが、そういう形
が徐々に整ってきているので、２年後
に申請したいと思っています。
山田（順） 一見、展示には使いにくいと
思える２、３階の吹き抜け構造を逆に
上手く利用して、特別展などの時に、
面白い見せ方ができるのではないかと
思います。たとえば、３階バルコニー
からしか見られないような大きな映像
を、２階のスクリーンに投影したり、
上から下を覗いて鑑賞するような、ダ
イナミックな展示空間として活用する
など、可能性は十分にあるんじゃない
でしょうか。

後藤 確か計画段階では２階の講堂の床
面をひとつのスクリーンに見立て巨大
な壁画などを投影して、上から鑑賞す
るようなやり方があるんじゃないかっ
て言ってましたね。
山田（順） 実際にヨーロッパの博物館な
どでも、そのような見せ方が行われて
います。たとえばドイツのケルン考古
学博物館などでは、３階くらい上にの
ぼって初めて下のローマ時代の巨大モ
ザイクが一望できます。それと同じよ
うな見せ方が、この博物館でも可能で
はないかと思います。

司会 なるほど、そういう方法もあるん
ですね。それから３階へのエレベー
ターが設置できなかったことは残念で
したが、この件については、どうでしょ
うか。
後藤 大学院生の感想で気になることが
ありましたが、「バリアフリー対策と
して、渡り廊下を作ってコミュニ
ティーセンター内とエレベーターを共
有して、ブリッジをかける」というの
がありましたが、こういう可能性は将
来残されているんでしょうか？
中村 コミュニティーセンターを設計す
る際、博物館へのブリッジ設置は話題
になったんですが、それは今後の検討
課題だと思います。
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松原 知生

◇教育・研究のための活用

司会 博物館を利用して、教育・研究を
活性化させることが重要で、実際に学
院、あるいは大学の構成員に活用され
ていると思います。授業等の活用につ
いてのお話をお願いします。
山田（順） キリスト教学の授業で、試み
として、各クラス１回ずつ見学させ、
レポートを提出させてみました。西南
の学生はキリスト教学が必修になって
いますが、学生の中には、なぜこんな
授業を受けなければならないのか、と
いう思いを抱いている人も少なくあり
ません。従って、彼らが自ら選んで入
学した大学がどのような大学なのか、
ということから理解させる必要があり
ます。そういう状況の中で、実際に博
物館に足を運び、古い建物の中を歩き
回り、西南の歴史を肌で感じ取りなが
ら、同時にキリスト教の歴史や文化を
学ぶことは、大変意味深いことだと思
います。
後藤 私の場合はアートウォッチングと
称して教室の外に連れ出して、百道浜
のパブリックアートや近くの美術館に
行ったりするんですが、その一環とし
て博物館を利用しました。私もレポー
トを書かせた、というより作らせてい
るんですが、文字だけではなく、何で
もいいと言うんですよ。すると、それ
ぞれ学生が創意工夫を凝らして、詩を
作ったり、工作をしたりして、いろん
なものを持ってくる。そういう発想に
ああいう具体的なものは刺激を与える
と思います。学生は今後もこういう授
業を是非続けて欲しいと言ってくれま
す。
司会 学生の反応、感想で、「博物館実
習をしてほしい」と要望がありますが、

これは準備が進んでいるんでしょうか。
松原 具体的にはまだですが、ゆくゆく
は実習生の受け入れをお願いしたいと
思っています。昨年度の博物館実習生
は４４名でしたが、今年度の希望者は６３
名とかなり増えてきています。さらに
国際文化学部が定員増をしたことで、
今後ますます増えることが予想されま
す。他大学にも学芸員課程が設置され
たこともあり、実習受入れの交渉が難
航しましたが、本学の博物館で受け入
れていただくことで、この点は軽減さ
れると思います。

今回、実習の希望者に、博物館実習
の動機を尋ねたところ、明確な目的意
識やモチベーションなど、深く考えて
いる学生があまり多くはないのではな
いかという感じを受けました。大学博
物館で実習を受けることによって、た
だ単に資格取得のためではなく、もっ
と身近な学院の歴史を知ってもらうた
めという、かなり具体的な目的を持っ
て学ぶ意識が芽生えるのではないかと
思います。具体的な実習案としては、
例えば、ある講演会や展覧会を行う場
合、本学の実習生が中心になって企画
を考えてもらって、具体化していくこ
とによって、教員だけでなく学生も運
営に関わっていくことが可能になるの
ではないかと思います。
�倉 一般の博物館は所蔵資料の５％を
展示し、残りの９５％は倉庫にあります。
それを利用していろんな展示が展開で
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きるんですが、西南の場合は所蔵資料
を１００％展示しているので、なかなか
うまくいかない（笑い）。今後、博物
館実習の受け入れ先の少なさの問題も
あって、それも設置の大きな目的の一
つですので、所蔵資料の充実と実習施
設としての受入れ態勢を整えることは、
ぜひ、来年度からでもやっていきたい
と思っています。
司会 実際問題で、キリスト教学の受講
者に「博物館の見学レポートを書きな
さい」と言った時に、学生の中には博
物館に来て、ひたすら展示品の説明文
を写してレポートにしようとしている
人がかなりいるんですね。
米倉 その点についてはかなり消極的な
学生がいるという印象があります。先
に自分で探すことも必要な過程なので
すが、まず「それはどこにありますか」
と聞きに来るんですね。「キリスト教
について何か興味のあることを調べて
きなさい」ということになると、学生
にとって自分にはそれほど関係なく、
最低限の力で終わらせようと思うよう
です。彼らがいかに自分の感覚で、自
分との接点でモノを見ようとするか。
例えば、世界の歴史の中の一つとして、
それを自分の関心とどういうふうに結
びつけるか、自分のリアルな感覚との
接点を見出せるかでモチベーションが
生まれるのではないでしょうか。世界
各地のものを目の前で見られるという
のが博物館の価値の一つではないかと
思います。文化でも地理でも歴史でも、
最初の関心の糸口を博物館が提供する
ことができれば次の新しい世界につな
げることができるのではないでしょう
か。
�倉 博物館は展示が最大の生命線で、
そこが発信する情報をもとにして、展

示だけではなく博物館活動を展開して
います。梅棹忠夫先生が「博物館とい
う名前ではだめだ、博情館であるべき
だ」と言っていますが、そういう意味
で、この博物館にキリスト教文化に関
する情報を結集させて、それを活用す
るということが必要だと思います。し
かし、現状をみると、神学部、国際文
化学部にはかなり理解が普及していま
すが、他学部に関しては、知らない人
もいるという状況の中ではなかなか難
しい。例えば、２０人の研究所員を集め
ると本学の教員の１割が集まる。そう
いう形になって、より周知できると思
います。近い将来、来年度あたりから
博物館の活用を情報分野や知識の蓄積
分野でも広めていく。それがこの博物
館の一番の活用ではないかと思います。
後藤 私もまさにそのことを申し上げよ
うと思っていました。学内GPを活用
して、それによる業績をきちっと評価
していただきたい。やりっぱなしでは
なく、教員の業績になる評価システム
を作ってほしいと思います。

◇他の博物館との連携

司会 それでは、他の博物館との連携に
ついて、�倉先生に展望をお話しいた
だきたいと思います。
�倉 博物館協議会というのがありまし
て、九州国立博物館の三輪嘉六館長と
福岡市博物館の西憲一郎館長にその評
議員になっていいただいています。こ
のお二人に評議員を依頼したのは、ま
ず福岡市博物館はこの博物館から近い
し、キリスト教関連の展示もあるとい
うことです。もちろん、博物館は法律
的に地域の研究が義務づけられている
ので、福岡市博物館と連携していくこ
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とは重要だと思います。
もう一つ、九州国立博物館は４月か
ら独立法人国立文化財機構に名前が変
わるんですが、去年の１２月にキリスト
教展示を開催しています。九州国博は
重要で、すばらしい資料があることを
考えると重要な連携相手であると考え
られます。
ただ、当面はこの２つだろうと思い
ますが、この２つと連携すればいいと
いうわけではなくて、近隣の福岡市お
よび周辺の博物館などと活動していき、
徐々に輪を広げていこうと思っていま
す。
後藤 地元のビックネームがでましたが、
コンスタントな連携と同時にテンポラ
リーな連携もあると思うんです。実は
滋賀県立近代美術館が、来年ヴォーリ
ズの建築事務所が開かれて１００年にな
るので、ヴォーリズ展を開催するけれ
ども、よかったら西南学院大学さんも
どうですか、というオファーが来てい
るんです。このように他館と連携する
コンスタントなパートナーでなくて、

テーマさえ合えば、それなりに連携し
て、例えば教員がスタッフに加わって、
研究会を開き、その成果を展覧会で発
表するという連携のあり方も一方でや
るべきでは、というより、やりたいと
思っています。
司会 時間がなくなってきましたので、
最後に博物館に対する希望を簡単に
語っていただいて終わりにしたいと思
います。

◇期待と希望

山田（能） 地域の方に来ていただくため
に、PRや広報活動を行ったり、エレ
ベーターなどの施設や設備を整えてほ
しいです。そのための予算措置に期待
したいと思います。
山田（順） 今後の大学博物館の特色ある
活動として、アジアや九州からの視点
を確立していくことが重要だと思いま
す。例えば、キリスト教の歴史や文化
を扱うにしても、アジアや九州という
地域におけるキリスト教の文化的受容
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という視点から、それらを捉えていく
ことは大変興味深いことです。同時に、
大学の知的財産である多くの先生方の
研究と深く連携しながら博物館の活動
を展開していくことが大切だと思いま
す。そういう意味でも、大学博物館が
担っている教育・研究に関する役割と
可能性は、無限の広がりがあると思い
ます。
後藤 これは将来というよりも近々の問
題なんですが、東キャンパスの中庭の
整備ということで、可能であればここ
をハーブ園にしたい。そうなると博物
館も関わって、大学院、法科大学院、
クロスプラザ、コミュニティーセン
ターなど東キャンパス全体が一丸と
なって、回廊で取り囲まれた植物園と
いうかハーブ園のようなものを作って、
そこで収穫したものでミュージアム
グッズやカタログなどを販売したり、
あるいはレストランではハーブを利用
してランチなどを提供するという、一
種の地域社会に対するサービスや収益
事業、そういうものを含めて博物館が
一種のリーダーシップをとっていけた

らいいんじゃないかと思います。
松原 やはり箱（建物）がすばらしいと
いうのがありますが、箱に頼ってはい
けないと思います。箱に甘えて箱があ
るからそれでいいというふうに完結し
てしまわずに、展示物の収集とか展覧
会イベントの開催で常に流動的に動い
ていく博物館であってほしいと思って
います。僕は米倉さんの「早く博物館
になりたい」（つまり設備や作品がま
だ十分に揃っていない）という言葉が
印象に残っているんですが、完成して
しまう博物館ではなくて、ある意味で
未完成のまま、ずっと動き続けていく
ことが望ましいと思います。
もう一つ重要だと思うのは、東キャ
ンパスという地域に開かれた場所に
建っていることによって、大学と地域
の「結び目」になり得るということで
す。それだけではなく、例えば、西南
の起源と未来の結び目、あるいは大学
と地域、あるいは教員と学生、教員同
士を結ぶ一つの媒介として役立つよう
な博物館であってほしいと思います。
�倉 正確には覚えていませんけど、感
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想ノートに「このような博物館のある
大学に学ぶことを誇りに思います」と
書いてありました。これは１人の学生
が書いているわけですけど、こういう
ふうにみんなが思ってくれるような博
物館にしていきたいと思います。
米倉 やはり、居心地の良さというのが
他館には見出せないここの良さの一つ
でもあると思うのですが、それと同時
に学問的なこと、教育的なことを常に
情報発信しなければならない。それだ
けではなく、今度は地域社会とつなが
るための情報発信も早急に行い、その
中で他館や来館者との交流などを通し
てこちらも情報を吸収し、それをまた
発信のアイデアにして、次につなげて
いきたいと思っています。
中村 博物館の開館については少し関わ
らせていただきましたが、２００４年の改
築工事の時に、屋根がはがされ、壁や
床もはがされて、解体されたわけです
が、２００５年３月に福岡県西方沖地震が
起こった。幸いにして、博物館の耐震
工事が進んでいたこともあり、レンガ
壁は崩壊しなかった、まさに生き残っ
た建物だったと思うんです。この建物
にある博物館として大切に育て上げる
ことだと思います。また韓国の方も多
く来られるということですが、海外に
も誇れる博物館であってほしいですね。
司会 博物館が開館してから１０カ月が経
ち、いろいろ欠けたもの、足りないも
のもあるわけですが、非常に順調なス
タートを切って、期待された博物館と
して展開しつつあることがこの座談会
を通じて分かりました。ここで最後に
語られました皆様からの希望や期待が
やがて実現し、西南学院にとりまして、
また地域社会において、なくてはなら
ない博物館として充実発展し、建学の

精神の理解を深めるためにも貢献でき
るよう大いに期待したいと思います。
皆様のおかげによりまして大変有意義
な座談会になりました。ありがとうご
ざいました。

※この座談会は、２００７（平成１９）年３月８日
に西南クロスプラザで実施しました。

■ ４４ ■




